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(57)【要約】
【解決手段】ハウジングと、該ハウジングから突出可能
なカニューレと、流体源または流体容器に取り付けるの
に有用なコネクターと、カニューレ及びコネクターの間
で流体の流れを可能にする流体流れ経路と、カニューレ
をその突出位置から離れる方向に付勢する引込み機構と
、ハウジングに支持されたアクチュエータとを具えた装
置であって、アクチュエータは、流体の流れを停止し、
流体流れ経路を密閉し、引込み機構を解放してカニュー
レをハウジングの中に引き込むことができるように構成
されている。本発明の装置は、医療分野での使用に特に
好ましく、例えば、注入セットの一部として、また、血
液、その他流体又は流動性物質の採取装置として用いら
れる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハウジングと、
　ハウジングから突出するカニューレと、
　外部にある流体源または流体容器に取付け可能なコネクターと、
　カニューレ及びコネクターの間で流体の流れを可能にする流体流れ経路と、
　少なくとも一部分が移動可能なアクチュエータであって、流体流れ経路の一部分の位置
を変えることで、流体の流れを終了させるか又は流れ方向を変えられるようになし、カニ
ューレの引込みを開始させることができるアクチュエータとを具えている、装置。
【請求項２】
　アクチュエータは、ハウジングに関して軸方向に移動可能である請求項１の装置。
【請求項３】
　アクチュエータは、ハウジングに関して回転しながら移動可能である請求項１の装置。
【請求項４】
　アクチュエータは、ハウジングに関して回動しながら移動可能である請求項３の装置。
【請求項５】
　アクチュエータは、ハウジングに関して円弧状に移動可能である請求項３の装置。
【請求項６】
　コネクターは、アクチュエータの一部である請求項１の装置。
【請求項７】
　流体流れ経路の一部分は、アクチュエータの一部である請求項６の装置。
【請求項８】
　アクチュエータは、流体流れ経路の少なくとも一部を通る流体の流れを終了させるか、
又は流れの方向を変えることができるように移動可能である請求項１の装置。
【請求項９】
　装置は、医療用装置である請求項１の装置。
【請求項１０】
　流体は、液体、気体、懸濁液及びスラリーからなる群から選択される請求項１の装置。
【請求項１１】
　流体流れラインにおけるクランプとして用いられる請求項１の装置。
【請求項１２】
　流体流れ経路への流体の漏洩又は流体流れ経路からの流体の漏出を防ぐことができるよ
うに構成された少なくとも１つのシール要素をさらに具えている請求項１の装置。
【請求項１３】
　引込み用空洞部さらに有している請求項１の装置。
【請求項１４】
　引込み用空洞部は、アクチュエータの一部である請求項１３の装置。
【請求項１５】
　引込み用空洞部は、流体流れ経路の少なくとも一部分と並んで配備される請求項１３の
装置。
【請求項１６】
　カニューレ引込み機構をさらに具えている請求項１の装置。
【請求項１７】
　カニューレ引込み機構は、カニューレホルダーと圧縮スプリングをさらに具えている請
求項１６の装置。
【請求項１８】
　少なくとも１つのシール要素は、弾性Ｏリングである請求項１２の装置。
【請求項１９】
　シール要素は、アクチュエータとカニューレホルダーとの間に配備される請求項１２の
装置。
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【請求項２０】
　ハウジングと、
　ハウジングから突出するカニューレと、
　カニューレをハウジングの中に移動させることができるように構成される引込み機構と
、
　引込み機構の後方に配備され、外部にある流体源または流体容器に取付け可能なコネク
ターと、
　カニューレ及びコネクターの間で流体の流れを可能にする流体流れ経路と、
　ハウジングに関して第１位置及び第２位置の間で選択的に移動可能な部分を少なくとも
有するアクチュエータであって、第１位置にあるとき、流体流れ経路を通じて流体の流れ
を可能にし、第２位置にあるとき、流体の流れを停止させるか又は流れ方向を変えること
ができるアクチュエータとを具えており、
　アクチュエータが第１位置から第２位置に移動することにより、カニューレの引込みが
開始される、装置。
【請求項２１】
　ハウジングと、
　ハウジングから突出するカニューレと、
　カニューレに対向して配備され、流体源または流体容器に接続可能なコネクターと、
　カニューレ及びコネクターの間で流体の流れを可能にする流体流れ経路と、
　ハウジングに支持されたカニューレ引込み機構と、
　ハウジングに支持され、少なくとも一部分がハウジングに関して第１位置及び第２位置
の間で選択的に移動可能なアクチュエータであって、第１位置にあるとき、流体流れ経路
を通る流体の流れを可能にし、第２位置にあるとき、流体の流れを停止させるか又は流れ
方向を変えることができるアクチュエータとを具えており、
　アクチュエータが第１位置から第２位置に移動することにより、カニューレの引込みが
開始される、装置。
【請求項２２】
　請求項２１に記載された装置を含む医療用装置。
【請求項２３】
　コネクターは、ルアーコネクターの一部である請求項２２の医療用装置。
【請求項２４】
　カニューレは針である請求項２２の医療用装置。
【請求項２５】
　流体注入装置の一部として用いられるように構成される請求項２２の医療用装置。
【請求項２６】
　流体採取装置の一部として用いられるように構成される請求項２２の医療用装置。
【請求項２７】
　流体は医薬を含んでいる請求項２５の医療用装置。
【請求項２８】
　流体源はシリンジである請求項２２の医療用装置。
【請求項２９】
　血管注入システムに用いられるよう構成される請求項２５の医療用装置。
【請求項３０】
　引込み機構は、カニューレホルダー及び圧縮スプリングを具えている請求項２１の装置
。
【請求項３１】
　アクチュエータは、流体流れ経路の少なくとも一部分を含んでいる請求項２１の装置。
【請求項３２】
　引込み機構は、カニューレを、その突出位置から離れるように付勢する請求項２１の装
置。
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【請求項３３】
　アクチュエータは、引込み用空洞部を含んでいる請求項２１の装置。
【請求項３４】
　引込み用空洞部は、流体流れ経路から離間した位置にある請求項２１の装置。
【請求項３５】
　アクチュエータの少なくとも一部分は、ハウジングの内部に摺動可能に配備される請求
項２１の装置。
【請求項３６】
　アクチュエータの少なくとも一部分は、ハウジングに回転可能に接続されている請求項
２１の装置。
【請求項３７】
　アクチュエータの少なくとも一部分は、ハウジングに回動可能に配備されている請求項
３６の装置。
【請求項３８】
　コネクターはアクチュエータの一部である請求項２１の装置。
【請求項３９】
　コネクターは管体セグメントに取り付けられる請求項２１の装置。
【請求項４０】
　流体注入又は流体抽出システムにおけるクランプとして用いられるように構成される請
求項２１の装置。
【請求項４１】
　アクチュエータが第１位置から第２位置へ移動することにより、流体流れ経路の少なく
とも一部の位置が再整列される請求項２１の装置。
【請求項４２】
　アクチュエータが第１位置から第２位置へ移動することにより、流体流れ経路の少なく
とも一部の位置が変位する請求項２１の装置。
【請求項４３】
　アクチュエータが第１位置から第２位置へ移動することにより、流体流れ経路の少なく
とも一部の向きが変えられる請求項２１の装置。
【請求項４４】
　アクチュエータが第１位置から第２位置へ移動することにより、流体の流れが終了する
請求項２１の装置。
【請求項４５】
　アクチュエータとハウジングの間に流体の漏洩を抑えるシール部材をさらに具えている
請求項２１の装置。
【請求項４６】
　流体流れ経路への流体の漏洩又は流体流れ経路への流体の漏出を抑えるシール部材をさ
らに具えている請求項２１の装置。
【請求項４７】
　管体セグメントの端部は、摩擦により、コネクターに実質的に固定された状態で保持さ
れる請求項３９の装置。
【請求項４８】
　管体セグメントはコネクターにクランプされる請求項３９の装置。
【請求項４９】
　管体セグメントの端部は、接着剤により、コネクターに実質的に固定された状態で保持
される請求項３９の装置。
【請求項５０】
　カニューレ用の着脱可能なカバーをさらに具えている請求項２１の装置。
【請求項５１】
　着脱可能なカバーはハウジングに取り付けられることができる請求項５０の装置。
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【請求項５２】
　ハウジングは、使用者による取扱いを容易にするために、側方向に延びるフィンガーグ
リップを具えている請求項２１の装置。
【請求項５３】
　ハウジングは、該ハウジングの下にある支持表面へのハウジングの固定を容易にするた
めに、側方向に延びる翼状体を具えている請求項２１の装置。
【請求項５４】
　アクチュエータが第１位置から第２位置へ移動するとき、管体セグメントは後方に移動
しない請求項３９の装置。
【請求項５５】
　注入療法又は流体抽出に有用な医療用装置であって、
　ハウジングと、
　ハウジングから突出する先端部を有するカニューレと、
　カニューレを支持するカニューレホルダーと、
　流体源または流体容器に取付け可能なコネクターと、
　常時開放され、カニューレ及びコネクターの間で流体の流れを可能にする流体流れ経路
と、
　ハウジングに支持され、ハウジングに関して第１位置及び第２位置の間で移動可能なア
クチュエータと、
　カニューレホルダーを、カニューレの先端部がハウジングから突出しない位置へ付勢す
る引込み部材とを具え、
　アクチュエータが第１位置から第２位置に移動し、常時開放されている流体流れ経路の
少なくとも一部の位置を変えることにより、流体流れ経路を通る流体の流れが終了される
ようにした、医療用装置。
【請求項５６】
　アクチュエータが第１位置から第２位置へ移動することにより、カニューレの先端部は
、引込み部材によりハウジングの内部に引き込まれることができる請求項５５の医療用装
置。
【請求項５７】
　アクチュエータは、カニューレに関して長手方向に移動可能である請求項５５の医療用
装置。
【請求項５８】
　アクチュエータは、カニューレに関して側方向に移動可能である請求項５５の医療用装
置。
【請求項５９】
　アクチュエータは、カニューレに関して円弧状に移動可能である請求項５５の医療用装
置。
【請求項６０】
　アクチュエータは、カニューレに関して摺動可能である請求項５５の医療用装置。
【請求項６１】
　アクチュエータは、ハウジングの内部に摺動可能に配置される請求項６０の医療用装置
。
【請求項６２】
　アクチュエータは、ハウジングに回動可能に接続されている請求項５９の医療用装置。
【請求項６３】
　血液アクセス装置として用いられる請求項５５の医療用装置。
【請求項６４】
　流体を注入するために用いられる請求項５５の医療用装置を具えている装置。
【請求項６５】
　流体を抽出するために用いられる請求項５５の医療用装置を具えている装置。
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【請求項６６】
　体液を抽出するために用いられる請求項６５の医療用装置を具えている装置。
【請求項６７】
　流動性の細胞塊を含む流体を抽出するために用いられる請求項６５の医療用装置を具え
ている装置。
【請求項６８】
　医薬を注入するために用いられる請求項５５の医療用装置を具えている装置。
【請求項６９】
　流体流れ経路の少なくとも一部分は、アクチュエータ内部に配置された細長いボアであ
る請求項５５の医療用装置。
【請求項７０】
　ハウジングは引込み用空洞部をさらに含んでいる請求項５５の医療用装置。
【請求項７１】
　引込み用空洞部は流体流れ経路と並んで配備される請求項５５の医療用装置。
【請求項７２】
　アクチュエータは引込み用空洞部をさらに含んでいる請求項５５の医療用装置。
【請求項７３】
　コネクターは雌型のルアー取付具を具えている請求項５５の医療用装置。
【請求項７４】
　流体流れ経路の端部に配備された流体シール部材をさらに具えている請求項５５の医療
用装置。
【請求項７５】
　流体シール部材は、流体流れ経路の端部を囲む凹部に配備されたＯリングである請求項
５５の医療用装置。
【請求項７６】
　流体は、液体、気体、懸濁液及びスラリーからなる群から選択される請求項５５の医療
用装置。
【請求項７７】
　カニューレホルダーとアクチュエータの流体流れ経路との間で円周状に配備されたシー
ルをさらに具えている請求項５５の医療用装置。
【請求項７８】
　シールは密封シールである請求項７７の医療用装置。
【請求項７９】
　シールは、ハウジングに関して再配置可能である請求項７７の医療用装置。
【請求項８０】
　カニューレ先端部用の着脱可能な保護カバーをさらに具えている請求項５５の医療用装
置。
【請求項８１】
　外部管体がコネクターに取り付けられており、カニューレの引込みによって、管体の軸
方向移動を生じさせない請求項５５の医療用装置。
【請求項８２】
　引込み部材はスプリングである請求項５５の医療用装置。
【請求項８３】
　引込み部材は圧縮スプリングである請求項８２の医療用装置。
【請求項８４】
　安定化用翼状体をさらに具えている請求項５５の医療用装置。
【請求項８５】
　ハウジングは、側方向に延びるフィンガーグリップをさらに具えている請求項５５の医
療用装置。
【請求項８６】
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　ハウジングと、
　ハウジングから突出するカニューレと、
　外部にある流体源または流体容器に取付け可能なコネクターと、
　カニューレ及び流体源又は流体容器の間で流体の流れを可能にする流体流れ経路と、
　少なくとも一部分がハウジングに関して移動可能なアクチュエータであって、流体流れ
経路の一部分の位置を変位することで、流体の流れを終了させるか又は流れ方向を変えら
れるようになし、カニューレの引込みを開始させることができるアクチュエータとを具え
ている、医療用装置。
【請求項８７】
　流体流れ経路の変位後の部分は、変位前の流体流れ経路とはオフセットされた位置にあ
る請求項８６の医療用装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
＜発明の分野＞
　この発明は流体の流れをコントロールする装置に関し、１つの好適な実施形態において
は、流体を注入、採取または抽出するために患者に挿入可能なカニューレ（多くの場合は
針）を有する医療装置に関する。本発明の１つの態様は、注入または抽出後におけるカニ
ューレと外部流体源または外部流体容器との間の流体流れ経路を変えるために操作される
アクチュエータを有する医療装置に関する。本発明の別の態様は、流体の流れラインに取
り付けられたときにクランプとして機能する機構に関する。本発明の更に別の態様は、使
用後における偶発的な針刺しを防ぐため、また、汚染されたカニューレの再使用を防ぐた
めに、カニューレを本装置の内部に引き込む機構に関する。本件発明は血管内（ＩＶ）に
おいて適用するのに特に好適であるが、例えば硬膜外、骨内および眼内での適用において
も有益に使用することができ、また、あらゆる体液に関して使用することができる。
【背景技術】
【０００２】
＜関連技術の説明＞
　管体に接続されたカニューレによって患者に流体および／または薬剤を送給する種々の
血管内（ＩＶ）注入用のセットが当技術分野において広く知られている。ＩＶ注入装置に
は、カニューレ挿入中の取り扱いを容易にするため、その装置の安定化に役立たせるため
、および使用中における装置の移動を制限すべく固定できるようにするため、翼状体が取
り付けられていることが多い。血液採取装置は逆向きの流れではあるが、同じ原理で作動
する。血液は、装置本体を経て血液採取用の容器に接続されているカニューレを通じて静
脈または動脈から採取される。従来の注入システムまたは流体採取システムの使用後には
、そのカニューレは血液および／または他の体液で汚染されており、従って、その装置を
再使用しないように注意が払われなければならず、また、医療従事者または患者のどちら
かに偶発的に針が刺さってしまい、これにより血液感染性の病原菌が広がってしまうのを
回避すべく注意が払われなければならない。患者から回収した後のカニューレにキャップ
またはカバーを用いて被せることは、それらが偶発的な針刺しの危険性を増大させるし、
また、ゆるくなって抜け落ちると、汚染されたカニューレが再び露出されてしまう可能性
があるため、満足のいく解決策ではない。
【０００３】
　Ｓｈａｗに付与された「Winged IV Set With Retractable Cannula」と題する米国特許
第5,779,679号およびShawに付与された「Winged IV Set」と題する米国特許第6,210,371
号は、ともに、引込み可能なカニューレを有するＩＶ注入セットを開示している。これら
のうちのどちらの特許においても、引込み可能なカニューレは、その後端部にカニューレ
とＩＶチューブとの間で流体連通を可能にする管体コネクターを備えた引込み部材によっ
て保持されている。該引込み部材は、ハウジングの対向する側に配置された一対の解放可
能なラッチにより、圧縮されたスプリングの力に対抗して、引き込みされていない位置で
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保持されている。一旦ラッチが解放されると、前述のスプリングが引込み部材を、ひいて
はカニューレをハウジング内へ押し戻す。しかしながら、ＩＶチューブが引込み部材に直
接的に接続されているため、カニューレの引込みは、それだけでなく、ＩＶチューブが後
方に移動する状態をも引き起こす。もしそのチューブが引込み中に後方へ自由に移動され
ない場合には、前述の引込み部材およびカニューレは十分に引き込みされない可能性があ
る。
【０００４】
　接続された管体の後方への動きをもたらすことなく、またはそのような動きに頼ること
なく、更には、本装置の再使用を不可能に成すような仕方で、且つ、カニューレの引込み
と連動して流体流れ経路が遮断、移転および封鎖されるような仕方で、カニューレを引き
込むことができる注入装置および流体採取装置(fluid collection device)が求められて
いる。
【発明の概要】
【０００５】
＜発明の要旨＞
　本発明の装置は、医療分野において使用するのに特に適しているが、必ずしも医療用に
限定されない装置を含む。本発明の１つの好適な実施形態によれば、カニューレを有して
いて、流体を注射、注入または抽出することを目的として構成することができ、且つ、そ
のような目的で使用することができる医療装置が開示される。本装置は、装置の構成に応
じて、例えば：注入セットの一部として、あるいは静脈血液もしくは動脈血液用；医療従
事者にとって周知の髄液、脳脊髄液および羊水などの他の体液用；または、例えば薬剤、
脂質もしくは骨髄などの懸濁液またはスラリー中に含有されている固形物用；の採取装置
として使用することができる。本装置が流体または薬剤を注入するために使用されるとき
には、上述の流体源は例えばＩＶ点滴バッグまたは注射器であり得る。本装置が血液を採
取するために使用されるときには、上述の流体容器は例えば血液採取バッグ、真空管また
は注射器であり得る。本装置が流体流れラインに取り付けられるときには、本装置はクラ
ンプとしても使用することができる。カニューレを引き込むのに先立って、本装置は、そ
の流体流れ経路内への流体の漏れまたは流体流れ経路からの流体の漏れを防止する。その
カニューレは、典型的には、組織内への挿入またはポートなどの別の医療装置内への挿入
を容易にするために勾配が付けられた前端を有する針である。
【０００６】
　本発明の１つの実施形態によれば、本装置は、オフセットされる流体流れ経路と、カニ
ューレとインラインにある位置に固定された引込みチャンバーとを含んでいる。引込みの
開始はアクチュエータによって行われ、該アクチュエータによりカニューレに対する軸方
向の位置が変えられ、また、これにより、流体流れ経路が閉鎖される。
【０００７】
　本発明の別の実施形態によれば、本装置は、インラインにある流体流れ経路と、オフセ
ットされた引込み用空洞部を含んでいる。引込みは、カニューレに対して相対的に側方向
に位置を変えることができるアクチュエータによって開始され、また、これにより、その
流体流れ経路が閉塞および封鎖される。
【０００８】
　本発明の別の実施形態によれば、本装置は、インラインにある流体流れ経路およびオフ
セットされる引込みチャンバーを含んでいる。引込みは、カニューレに対して相対的に円
弧状に位置を変えることができるアクチュエータによって開始され、また、これにより、
その流体流れ経路の閉塞および封鎖が行われる。
【０００９】
　本発明の１つの好ましい実施形態によれば、好適には：ハウジング；そのハウジングか
ら前方に突出するカニューレ；本装置を流体源または容器へ取り付けるのに有用なコネク
ター；前述のカニューレとコネクターとの間で流体連通を可能にする流体流れ経路；突出
する位置から離れる方向でカニューレを付勢する引込み機構；および前述のハウジングに
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よって支持されており、且つ、本装置を通る流体の流れを終了させ、流体流れ経路を封鎖
し、更に、カニューレをハウジング内に引き込むべく前述の引込み機構を解放することが
できるように前述の流体流れ経路を変えることができるよう構成されているアクチュエー
タ；を含んでいる装置が開示される。使用者による本装置の取り扱いを容易化するため、
下側に存在する表面上で本装置が転がらないようにするため、および使用中に患者に固定
され得る表面を提供するため、望ましくは、側方向に伸びるフィンガーグリップおよび／
またはフィンガーパッドを伴った安定化用の翼状体が設けられている。
【００１０】
　本発明の別の好適な実施形態によれば、本装置のアクチュエータ部は２つの細長い空洞
部、最も好適には円筒状の空洞部を含んでおり、それら２つの空洞部は、流体流れ経路の
一部を画定する１つの空洞部、および引込み後における引込み機構の一部およびカニュー
レを受け入れることができるように構成されている引込み用の空洞部である別の空洞部を
含む。本引込み機構は、好適には、針またはカニューレ用のホルダー、および圧縮スプリ
ングなどの付勢部材を含んでいる。本アクチュエータは、好適には、流路の少なくとも一
部を遮断し、位置をずらし、方向を変え、または再構成し、これにより、本装置を通る元
の流路に沿った流体の流れをカットオフすることによって流体流れ経路を変えるために、
使用者が第１の位置から第２の位置へ動かすことができる。本アクチュエータの少なくと
も一部は、ハウジングの内部で摺動可能に取り付けられているか、または回転可能に、最
も好適には回動可能に接続されている。望ましくは、第１の位置から第２の位置へのアク
チュエータの移動は引込み機構を解放する機能も果たし、これにより、付勢部材がカニュ
ーレホルダーおよびカニューレの少なくとも一部に対して引込み用空洞部の内部へ戻るよ
うに力を及ぼし、且つ、偶発的な針刺しを防ぐため、およびその装置の再使用を防止する
ため、カニューレ全体に対してハウジングの内部へ戻るように力を及ぼすことが可能にな
る。引込み可能な針を有する本装置の使用すること、偶発的な針刺しを回避できること、
および本装置の再使用ができないようにすることは、血液感染性病原菌により医療従事者
、他の患者、および使用後にそのような装置を扱う可能性のある人々へ疾患が広がるのを
有意に低減させる上で重要である。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
　次に、以下の添付図面との関連において本発明の装置を更に開述および説明する。
【図１】図１は、遮断可能な流体流れ経路、ハウジングの前方に突出する引込み可能なカ
ニューレ、後方に摺動可能なアクチュエータおよび安定化用の翼状体を有する、本発明の
１つの実施形態の正面図である。
【図２】図２は、図１の線２－２に沿う側部断面図である。
【図３】図３は、流体流れ経路の遮断およびカニューレの引込み後における、図２の装置
の拡大図である。
【図４】図４は、遮断可能な流体流れ経路、ハウジングから前方に突出する引込み可能な
カニューレ、および側方向に摺動可能なアクチュエータを有する、本発明の別の実施形態
の断面正面図である。
【図５】図５は、流体流れ経路の遮断および引込み用空洞部内へのカニューレの引込み後
における、図４の実施形態の断面正面図である。
【図６】図６は、遮断可能な流体流れ経路、ハウジングから前方に突出する引込み可能な
カニューレ、および回動可能なアクチュエータを有する、本発明の別の実施形態の斜視図
である。
【図７】図７は、図６の実施形態の分解斜視図である。
【図８】図８は、図６の実施形態の（反対側に向けられた）拡大上面平面図である。
【図９】図９は、カニューレが前方に突出し、管体セグメント（仮想輪郭線で示されてい
る）がアクチュエータ、カニューレホルダーおよびカニューレを通る流体流れ経路と流体
的に連通した状態で配置されている、図８の実施形態の一部が破り取られた拡大断面平面
図である。
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【図１０】図１０は、流体流れ経路の遮断およびカニューレの引込み後における、図９の
実施形態の拡大断面平面図である。
【図１１】図１１は、遮断可能な流体流れ経路、ハウジングから前方に突出する引込み可
能なカニューレ（保護用のガードでカバーされている状態で示されている）、およびその
ハウジングに回動可能に接続されているアクチュエータを有する、本発明の別の実施形態
の斜視図である。
【図１２】図１２は、図１１の実施形態の分解斜視図である。
【図１３】図１３は、図１１の実施形態の拡大平面図である。
【図１４】図１４は、仮想輪郭線で示されている保護用のカバーを有する図１３の実施形
態の正面図である。
【図１５】図１５は、前方に突出するカニューレおよび仮想線で示された保護カバーを伴
った状態で、カニューレ、カニューレホルダーおよびアクチュエータを通る流体流れ経路
を示す、図１３の実施形態の一部が破り取られた拡大断面平面図である。
【図１６】図１６は、流体流れ経路の遮断および引込み用空洞部内へのカニューレの引込
み後における、図１５の実施形態の断面平面図である。
【図１７】図１７は、特に液状流体の場合に有用な、遮断可能な流体流れ経路、ハウジン
グから前方に突出する引込み可能なカニューレ（取外し可能な保護用のカバーで視界から
隠されている）、およびそのハウジングに回動可能に接続されているアクチュエータを有
する、本発明の別の実施形態の斜視図である。
【図１８】図１８は、図１７の実施形態の分解斜視図である。
【図１９】図１９は、前方に突き出たカニューレおよび仮想輪郭線で示された保護カバー
を伴った状態で、カニューレ、カニューレホルダー、アクチュエータおよびルアーコネク
ターセットを通る流体流れ経路を示す、図１７の実施形態の一部が破り取られた拡大断面
平面図である。
【図２０】図２０は、流体流れ経路の遮断および引込み用空洞部内へのカニューレの引込
み後における、図１９の実施形態の断面平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
＜好適な実施形態の説明＞
　図１を参照しながら説明すると、装置１０は、例えば患者から血液、血液ガスもしくは
他の体液を採取するための医療装置、または典型的には静脈内に投与もしくは別な具合に
投与されるタイプの流体を患者に注入するための医療装置の一部として使用することがで
きる。図示されているように、装置１０は、ハウジング１２、およびカニューレホルダー
１６に取り付けられていて前方に突き出たカニューレ１４を含んでいる（図２および図３
により明確に示されている）。装置１０を使用する前には、望ましくは、カニューレ１４
の勾配付き先端部は保護用のカバーで遮蔽されている。アクチュエータ１８はハウジング
１２によって摺動可能に支持されており、また、ハウジング１２の内部でハンドル４４の
反対側の端部を固定する複数の対向した可撓性のラッチを含んでいる。アクチュエータ１
８の前部に在るハンドル４４は、以下でもっと詳しく説明されているように、装置１０を
通る流体の流れを停止させ、且つ、ハウジング１２の内部へのカニューレ１４の引込みを
開始させるための、ハウジング１２に対して相対的なアクチュエータ１８の手動による操
作を容易にする。
【００１３】
　所望により安定化用の翼状体２０を設けることができ、これは、ハウジング１２から側
方向に伸びており、使用者による装置１０の取り扱いを容易化する。また、使用される場
合、翼状体２０は、装置１０がテープ、縫合糸または他の同様に効果的な手段を用いて患
者に固定されるときにハウジング１２の回転を抑制する表面も提供する。治療学的に指示
されているとおりに所望量の流体が患者に投与された後、または所望量の流体を患者から
回収した後、同時的にハウジング１２を把持しながらアクチュエータ１８のハンドル４４
の前側に後方に向けられた手動による圧力を加えることにより、カニューレ１４を通る流
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体の流れを停止させることができ、且つ、カニューレ１４をハウジング１２の内部に引き
込むことができる。望ましい場合には、カニューレ１４は、最初にカニューレを患者から
引き抜いておくことなく、ハウジング１２内へ引き込むことができる。装置１０の使用法
およびカニューレ１４の引込みについては、図２および図３との関連において、以下でも
っと十分に検討される。
【００１４】
　図２を参照すると、安定化用の翼状体が取り付けられていない状態で装置１０が示され
ている。装置１０のハウジング１２は、下側セクション２６および上側セクション２８を
含む２つの細長い部分を含んでいる。下側セクション２６は、更に、前端３２と後端３４
との間に配置された肩部３０により定められる移行ゾーンを伴った、比較的小さな直径の
前端３２および比較的大きな直径の後端３４を含んでいる。上側セクション２８は、肩部
３０上のあるポイントから下側セクション２６の後端３４上の開放後端まで後方へ伸びて
おり、且つ、そこに管体セグメント２４を挿入することができるコネクターとして機能す
る長手方向のボアを含んでいる。管体セグメント２４の端部は、望ましくは、何らかの適
切な手段、例えば摩擦係合などにより、またはクランプ装置もしくは接着剤などを用いる
ことにより、ハウジング１２の上側セクション２８の内部に保持されている。装置１０の
所望の使用法に応じて、管体セグメント２４は、装置１０をＩＶバッグなどの流体源また
は血液採取システムなどの流体容器へ接続するのに適したあらゆる所望の長さであってよ
い。下側セクション２６は、好適には更に、後端３４と移行ゾーンの肩部３０との間に配
置された引込み用空洞部３６を含んでいる。図示されているように、引込み用空洞部３６
の後端３４は、端部キャップ４２により閉じられる開口を含んでいる。下側セクション２
６は、更に、移行ゾーンの肩部３０の僅かに前方で頂部壁に配置されたアパーチャ３８を
含んでいる。穴３８は上側セクション２８の底に設けられた穴４０と整列しており、この
穴３８、４０の整列は、カニューレ１４と管体セグメント２４との間での流体流れ経路を
確立するのに役立つ。
【００１５】
　下側セクション２６の前端３２における開口は摺動可能に係合されたチューブ状のアク
チュエータ１８によって閉じられ、前述のアクチュエータはその前縁から上向きに伸びる
ハンドル４４を含んでいる。アクチュエータ１８は、ハンドル４４が下側セクション２６
の前端３２から相隔たって位置する第１の位置からハンドル４４が下側セクション２６の
前端３２に境を接し、隣接して位置する第２の位置へ移動することができる。アクチュエ
ータ１８は、望ましくは、アクチュエータ１８が前端３２に接触して境を接する第２の位
置へ動かされたときに、下側セクション２６に設けられた穴３８をカバーして閉じるのに
十分な距離だけハウジング１２の下側セクション２６内へ長手方向に伸びるサイズに成さ
れている。また、アクチュエータ１８は、望ましくは、アクチュエータ１８の後ろ側の端
部から外向きに伸びる一対の直径方向反対向きのラッチを含んでいる。摺動式端部キャッ
プ１８がそれの第２の位置へ向けて動かされると、上述のラッチは下側セクション２６の
内壁に設けられている突出した肩部上へ摺動して、その突出した肩部と係合し、これによ
り、アクチュエータ１８はその第２の位置にロックされ、ハウジング１２から取り出すこ
とが防止される。
【００１６】
　引込み機構１３はカニューレ１４を支えており、カニューレホルダー１６、カニューレ
ホルダープラグ４６およびスプリング２２を含んでいる。下側セクション２６の前部への
アクチュエータ１８の取り付け後、カニューレホルダー１６、スプリング２２およびカニ
ューレホルダープラグ４６は、望ましくは事前に組み立てられていて、後端３４に設けら
れている開口を通じ、更に、引込み用空洞部３６を通じて下側セクション２６内へ挿入さ
れる。この挿入に先立ち、望ましくは、弾力性のあるカニューレホルダープラグ４６が挿
入され、カニューレホルダー１６の比較的大きな直径のセクション５８の内部に設けられ
ている凹部と摩擦係合する。スプリング２２は、望ましくは、カニューレホルダー１６の
より小さな直径の前部セクション上に配置され、そこで、スプリング２２は後方へ摺動し
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、環状肩部５２と接触係合する。この組み立てられたユニットは、その後、流体の通路６
０が下側セクション２６の頂部壁に設けられているアパーチャ３８と整合するように配向
され、移行ゾーンの肩部３０を越えて進められる。カニューレホルダー１６の前方に伸び
る先端部がアクチュエータ１８の前方へ突き出ているときには、スプリング２２はアクチ
ュエータ１８の前部開口の内部で環状肩部に接触して着座しており、図２に示されている
位置へ圧縮されている。アクチュエータ１８は、その圧縮されたスプリングの力に耐え、
先に説明されている如く、アクチュエータ１８をハウジング１２に固定する弾力性のある
ラッチによって、スプリングの力の下でハウジング１２から離れて前方に移動しないよう
に成されている。このエレメント構成は、流体が中空のカニューレ１４およびカニューレ
ホルダー１６を通じてカニューレホルダープラグ４６内へ流入し、更に、カニューレホル
ダープラグ４６の頂部に設けられた穴６０を通り、尚も更に、引込み用空洞部のハウジン
グ２６の頂部に設けられた穴３８を通り、管体アセンブリのハウジング２８の底に設けら
れた穴４０を通って管体２４内へ流入するときに、カニューレ１４が管体２４と流体的に
連通した状態になることを可能にする。同様に、流体は、反対の方向に流れ、管体２４か
ら通って、整合した穴４０、３８および６０を通り、カニューレ１４から流れ出ることも
できる。後ろ側の端部キャップ４２は、カニューレ１４およびカニューレホルダープラグ
４６の取り付け後に、下側セクション２６の開放端に取り付けられ、摩擦作用により下側
セクション２６の後ろ側の端部３４の内部に保持される。
【００１７】
　引込み機構１３をハウジング１２内へ挿入する前にカニューレ１４をカニューレホルダ
ー１６に固定された関係で確保することができるが、カニューレ１４は、望ましくは、カ
ニューレホルダー１６をハウジング１２の内部に取り付けた後、カニューレホルダー１６
の突出した先端部のボア内に挿入される。図２から分かるように、カニューレホルダー１
６の前方に伸びた端部に設けられている開口は、カニューレ１４の挿入および取り付けを
容易化するため、テーパが付けられている。カニューレ１４は摩擦作用によりカニューレ
ホルダー１６のボアの内部に保持することができるが、望ましくは、接着剤または当業者
にとって公知の他の何らかの同様な効果を有する手段を用いて、固定された関係でカニュ
ーレホルダー１６に取り付けられる。カニューレ１４の勾配付き先端部の開放部分は、望
ましくは、患者に挿入しやすくするために上向きになっている。図２に示されているよう
に、中空のカニューレ１４の開放後端６２は、カニューレホルダー１６の後端５８を通じ
てカニューレホルダープラグ４６の開放前部セクション５４に伸びている。しかしながら
、カニューレ１４は、カニューレ１４とカニューレホルダー１６との間での信頼性のある
係合を促進するのに十分な距離だけカニューレホルダー１６内に伸びてさえいればよいこ
とを認識すべきである。
【００１８】
　装置１０が上で説明されているようにして組み立てられるときに、圧縮されたスプリン
グ２２または他の何らかの同様な効果を有するバイアス負荷手段が、カニューレ１４およ
びカニューレホルダー１６に後方向きの付勢力を加える。カニューレホルダープラグ４６
により下側セクション２６の比較的小さな直径の前部の内面５０に対して及ぼされるこの
摩擦作用による保持力は、カニューレ１４を患者に挿入している間にカニューレ１４およ
びカニューレホルダー１６によりカニューレホルダープラグ４６に対して後ろ向きに及ぼ
される力と組み合わせた状態での、スプリング２２により環状肩部５２に対して及ぼされ
る付勢力に耐えるのに十分な大きさを有していなければならない。さもなければ、ハウジ
ング１２に対して相対的なアクチュエータ１８の移動を伴うことなく、カニューレ１４が
早過ぎるタイミングで引っ込んでしまう可能性がある。
【００１９】
　流体の注入または抽出手順が完了し、カニューレ１４の引込みを行う際には、使用者は
、ハウジング１２のテクスチャード加工された外面部分（図１で見ることができる）を把
持するかまたは選択的に設けられる翼状体（恐らく、既に患者に取り付けられている）を
押し付けるかのいずれかによってハウジング１２を静止位置に維持しながらハンドル４４
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に後方へ差し向けられた圧力を加えることにより、引込みを開始することができる。ハン
ドル４４に加えられるこの手操作による圧力は、アクチュエータ１８がハウジング１２に
対して相対的に後方へ移動する状態をもたらす。望ましくは、引込みは、カニューレ、典
型的には針がまだ患者に挿入されている間に開始される。アクチュエータ１８が後方へ動
くと、アクチュエータ１８の後端６４とカニューレホルダー１６の環状肩部５２との間で
の接触により、カニューレホルダー１６およびカニューレホルダープラグ４６にも後方へ
向けた力が作用する。図２から、アクチュエータ１８の後端６４はカニューレホルダー１
６の前方に面した環状肩部５２の隣接部分と境を接しており、一方、スプリング２２の下
側に描かれている如きアクチュエータ１８のその部分の後ろ側の端部は環状肩部５２から
僅かに離れているのを見て取ることができる。この僅かな分離は、使用者によってハンド
ル４４に及ぼされる後方へ差し向けられた力が、その円周方向周りに均等に分配されるの
ではなく、環状肩部５２の１つの側に対して集中される状態をもたらし、また、引込みを
開始させるのに必要な手操作による力を低減させるものと確信される。
【００２０】
　図３を参照しながら説明すると、アクチュエータ１８の後方への移動に応答して、カニ
ューレホルダープラグ４６は、（肩部３０を越えて）移行ゾーンを通過し、下側セクショ
ン２６の比較的大きな直径の引込み用空洞部３６内へ至る。カニューレホルダープラグ４
６が移動するときには、カニューレホルダープラグ４６の外面４８と下側セクション２６
の内壁５０との間での摩擦力が低減され、また、カニューレホルダープラグ４６が移行ゾ
ーンを通り、引込み用空洞部３６に入るときには、その摩擦作用による保持力は完全にな
くなる。この摩擦作用による保持力がアクチュエータ１８のハンドル４４を通じて加えら
れる際の使用者の指の力と圧縮されたスプリング２２の付勢力との複合力により十分に低
減されるポイントにおいて、スプリング２２は、カニューレホルダー１６およびカニュー
レホルダープラグ４６に対して、引込み用空洞部３６内に向けた後方への力を及ぼし、こ
れにより、同時的に、カニューレホルダー１６がカニューレ１４の勾配付き先端部をハウ
ジング１２内へ引き入れる状態がもたらされる。当業者にとって、この開示を読めば、ア
クチュエータ１８は、ハウジング１２に対して相対的なアクチュエータの走行範囲がカニ
ューレホルダープラグ４６に確実に肩部３０を越えて力を及ぼすことができるような、十
分な長さでなければならないことが明らかであろう。
【００２１】
　図３に示されているように、引込み後には、カニューレホルダープラグ４６は、望まし
くは、下側セクション２６の後ろ側の端部キャップ４２に境を接し、またはほとんど境を
接した状態になる。下側セクション２６は、望ましくは、カニューレ１４全体が下側セク
ション２６内に収容され、前端３２からはみ出さないサイズに成されている。また、引込
み後においては、アクチュエータ１８の上縁がカニューレ１４と下側セクション２６の頂
部に設けられた穴３８との間の流体流れ経路を閉塞する。これにより、まだハウジング１
２の上側セクション２８に接続されたままの管体２４から流体が漏れ出ることが防止され
る。
【００２２】
　本発明の別の実施形態が図４および図５との関連において開示および説明される。図４
を参照しながら説明すると、装置７０は、採血器具またはＩＶ注入セットの一部として使
用するのが好適である。装置７０は、前方に突き出ている円錐形鼻状部７４を伴った前部
壁７２を有する実質的に矩形のハウジング；開放スロット８８を伴った後部壁９２；側壁
９８；ならびに、壁７２、９２および９８を相互に連結する、協働性の、実質的に平坦な
底部壁１０４および対応する頂部壁（この断面図では見えていない）；を含んでいる。側
壁９８の反対側に在る底部壁１０４および対応する頂部壁（見えていない）の縁は図４で
は見えていないが、壁９８から最も遠く隔たっているスロット８８の側面を僅かに越えた
ポイントにおいて、前部壁７２と後部壁９２との間で伸びている。前部壁７２の裏側に見
られる摺動式トラック９４は、好適には、前部壁７２の一部として一体的に形成されてい
る。
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【００２３】
　図示され、且つ、説明されているように、装置７０のハウジングは、そこに引込み機構
７６およびアクチュエータ９６を取り付けることができる構造物を定めている。引込み機
構７６は、好適には、更に、より大きな直径のヘッド８０を有するカニューレホルダー７
８、およびカニューレホルダー７８に対して後方に差し向けられた力を及ぼす付勢部材を
含んでいる。１つの好適な付勢部材は圧縮スプリング８６である。引込み機構７６は、好
適にはカニューレ８４およびアクチュエータ９６の取り付けに先立って、後ろ側から、ハ
ウジングの前部壁７２、鼻状部７４および摺動式トラック９４内に取り付けることができ
る。コイルスプリング８６がカニューレホルダー７８の前方に伸びる端部上に配置され、
その後、カニューレホルダー７８は、スプリング８６の前方に面する端部がカニューレホ
ルダー７８の周囲に配置されている鼻状部７４の前部開口の内部に設けられた環状肩部に
接触して着座するまで、鼻状部７４内に挿入される。スプリング８６が圧縮されると、ヘ
ッド８０の前方に面する表面に設けられた環状肩部８２の一部が、鼻状部７４を通じる開
口に隣接した前部壁７２の後ろ向きに面する表面に接触して境を接する。引込み機構７６
が（鼻状部７４から前方に伸びているカニューレホルダー７８の一部を一次的にクランプ
するなどの方法により）適所に保持されている間に、アクチュエータ９６は、望ましくは
、壁９８の反対側に位置するハウジングの側面から摺動式トラック９４内に挿入され、そ
して、図４に示されているとおりの位置へ側方向に動かされ、そこでは、シール部材９５
が流体密封性のシールをもたらし、カニューレホルダー７８のヘッド８０からアクチュエ
ータ９６の流体流れ経路１００内へ至る間での流体の流れを可能に成している。
【００２４】
　アクチュエータ９６は、好適には、ハウジング内におけるアクチュエータ９６の側方向
の動きを容易化するため、ハウジングの内部に設けられた少なくとも１つのガイドまたは
摺動式トラック９４と摺動可能に係合することができるように作られた、細長い、実質的
に矩形の胴体である。アクチュエータ９６の内部は、好適には、壁セクション１０６、１
０８によって定められたインライン流体流れ経路１００、およびアクチュエータ９６が使
用位置に在る間はカニューレ８４からオフセットされた位置にある引込み用チャンバー１
０２を含んでいる。好適にはエラストマーＯ－リングまたは別の同様に効果的なシール部
材である、弾力性を有するシーリング部材９５は、アクチュエータ９６を通じて流体流れ
経路１００の前側端部に設けられた凹部に配置され、そこで、そのシール部材はカニュー
レホルダー７８の拡大されたヘッド８０の後ろ向きに面する表面と密封状態をもたらすこ
とができる。弾力性を有するシール部材９５は流体流れ経路１００内へ入る方向と流体流
れ経路１００から出る方向のどちらの流体の漏えいをもシールすることが観察される。
【００２５】
　アクチュエータ９６が図４に示されているとおりの位置に在るときには、スプリング８
６は圧縮された状態に維持されており、装置７０の使用後にアクチュエータ９６が選択的
に位置を変えられるような時まで、カニューレホルダー７８に後ろ向き方向の付勢力を付
与し続ける。一旦、引込み機構７６およびアクチュエータ９６がハウジングの内部に取り
付けられると、カニューレ８４の後ろ側の端部をカニューレ７８の軸方向ボア内に挿入し
、接着剤の使用または別の仕方で適所に固定することができる。図示されていないが、望
ましくは、カニューレをカニューレホルダー７８内に取り付けた後、摩擦作用により係合
可能で取り外し可能な保護用のカバーがカニューレ８４に設けられる。
【００２６】
　使用に先立ち、装置７０は、好適には、挿入可能であるかもしくは別の仕方で通常の方
法によりスロット８８を通じて管体コネクター１０３に取り付け可能な可撓性の管体セグ
メント９０によって流体源または流体容器に連結される。アクチュエータ９６が図４に示
されているような位置に在るときには、カニューレ８４と管体セグメント９０との間で実
質的に直線状の流体流れ経路が確立される。管体コネクター１０３は、管体セグメント９
０の自由端を受け入れ、且つ、摩擦作用により係合することができるように僅かにテーパ
が付いたアクチュエータ９６の内部のボアのあるセクションであってよく、または他の公
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知の手段、例えばルアーコネクター、ネジ式コネクター、クランプもしくは接着剤などに
よって管体セグメントの取り付けが可能なように構成することもできる。管体セグメント
９０は、好適には、意図的用途に適した長さおよび材料の可撓性ポリマーからなる管体で
ある。図４に示されているようにして構成された場合、装置７０は、流体を外部のソース
から移し、カニューレを通じて放出するために使用することができ、または外部のソース
からカニューレを通じて抽出もしくは回収し、その後、管体コネクター１０３とは反対側
の管体セグメント９０の端部から放出することもできる。
【００２７】
　使用後、アクチュエータ９６に対してカニューレ８４およびカニューレホルダー７８を
通る長手方向軸に実質的に垂直な方向の手操作による力を加えることによって、アクチュ
エータ９６を使用位置から引込み位置へ移動させることにより引込みが開始される。図５
を参照しながら説明すると、アクチュエータ９６が壁９８へ向けて側方向に動かされたと
きには、アクチュエータ９６を通じて流体流れ経路１００は、もはやカニューレホルダー
７８のヘッド８０に対向していない位置へ横側にシフトされる。同時に、ヘッド８０は、
圧縮されたスプリング８６の付勢力による作用を受けて、カニューレホルダー７８をアク
チュエータ９６の引込み用空洞部１０２内へ駆り立て、これにより、カニューレ８４がハ
ウジングの内部に回収される。この結果をもたらすためには、後壁９２と鼻状部７４の前
側先端部との間の距離がカニューレ８４の尖端を少なくとも鼻状部７４内へ収容するのに
十分な長さでなければならないことは明らかであろう。また、圧縮されていないスプリン
グ８６の長さは、望ましくは、引込み後、特に、装置７０がカニューレを下側に向けた垂
直な位置へ回転されたときに、カニューレ８４の先端が装置７０の前側から再び突き出る
ことがないような長さである。
【００２８】
　引込みを開始させるためにアクチュエータがハウジングに対して相対的に円弧状に位置
を変えられる、本発明の別の実施形態が、図６－図１０との関連において説明される。最
初に図６－図８を参照すると、医療装置１１０が開示されており、その医療装置はハウジ
ング１１２、アクチュエータ１１４、引込み機構１１８、および前方に突き出たカニュー
レ、好適には針１２２を含んでいる。ハウジング１１２は、更に、実質的に平坦な頂面お
よび底面を有する中空の胴体、傾斜の付いたフィンガーパッド１３４、前方に伸びた開放
ネック１３６、アクチュエータ停止レール１４０を含む開放型の側面および背面セクショ
ン、凹型壁セクション１６８、およびアクチュエータ１１４をハウジング１１２に回動可
能に取り付けることができるように整列した状態で互いに対向して配置されたアパーチャ
１２６を含んでいる。
【００２９】
　アクチュエータ１１４は、好適には、アクチュエータ接触面１３２、接触面１６６、ア
クチュエータ位置決めレール１３８、ハウジング１１２のアパーチャ１２６との嵌め合わ
せ係合に挿入可能な、外向きに突き出た取り付け用ボス１２８、および管体用アパーチャ
１３０を含んでいる。引込み機構１１８は、好適には、前方に伸びた小さな直径部分１０
６およびその小さな直径部分１０６の後ろ側に配置された比較的大きな直径のヘッド１０
８を有する針ホルダーを含んでいる。圧縮スプリング１１６は、小さな直径部分１０６上
を摺動し、ヘッド１０８の前方に面した環状表面に接触して境を接することができるよう
に構成されている。シール部材、好適にはＯ－リング１２０については以下で更に説明さ
れる。
【００３０】
　図９を参照しながら説明すると、引込み機構が、前側の開口を通じて前方に突き出た針
ホルダーの小さな直径部分１０６とともに、後ろ側からハウジング１１２のネック１３６
内に挿入される。スプリング１１６は小さな直径部分１０６と摺動可能に係合し、スプリ
ング１１６の前端がネック１３６の内部の前側開口に隣接した環状肩部に接触して着座す
る。スプリング１１６のもう一方の端部はヘッド１０８の環状肩部に接触して境を接して
いる。スプリング１１６は圧縮され、アクチュエータ１１４によってヘッド１０８に対し
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て及ぼされる対抗力により、引込み前の位置に保持される。アクチュエータ１１４は、取
り付け用ボス１２８がアパーチャ１２６内に回動可能に挿入され、且つ、接触面１６６が
凹型壁セクション１６８に隣接したハウジング１１２の内面に接触して境を接している状
態で、ハウジングに対して相対的な使用位置に配置される。アクチュエータ１１４は、壁
１５０、１５２を境界とする流体流れ経路１５４、および引込み用空洞部１６４を含んで
いる。ハウジング１１２内のスペース１２４は、流体の流れを停止させ、且つ、引込みを
開始すべくアクチュエータが位置を変えられるときに、アクチュエータ１１４の一部を受
け入れるために設けられている。
【００３１】
　アクチュエータ１１４がこの位置に在る場合、アクチュエータ１１４の中を通る流体流
れ経路１５４は、針ホルダーの中を通る軸方向通路１４４及び針１２２の内部と流体連通
する位置にある。凹部１４８に配備されたシール部材１２０は、望ましくは、壁１５０、
１５２および針ホルダーのヘッド１０８の間での液密の密封をもたらす。このシーリング
係合はヘッド１０８の環状肩部１４６により容易化される。管体コネクター１５６は、望
ましくは、流体流れ経路１５４の後ろ側端部における外向きにテーパの付いた壁１４２を
含んでおり、（仮想的な輪郭線で示されている）管体セグメント１６２の端部を受け入れ
、且つ、その端部と係合することができるように適合化されている。引込み用空洞部１６
４の前方に面した端部に隣接した位置に設けられたハウジング１１２の突き出たボス１５
８は、アクチュエータ１１４が引込み前の位置から引込み位置へ不注意で動かされてしま
うのを防止するために設けられている。実際には、ボス１５８とアクチュエータ１１４の
接面との間の間隔は、望ましくは、例示的な目的で図９に示されている間隔よりも小さい
。
【００３２】
　どちらかの方向に向けて装置１１０を通る流体の移送が所望の程度にまで果たされた後
、アクチュエータの接触面１３２に対して圧力が加えられることで、アクチュエータ１１
４が矢印１６０で示されている方向に回動し、アクチュエータ１１４がハウジング１１２
に対する位置を変えることにより、流体の流れは容易に停止する。面１６０をボス１５８
に押し付けている抵抗力に打ち勝ってヘッド１０８を越えてシール部材１２０を移動させ
るためには幾分かの手操作による圧力が必要になるが、その必要な力は、望ましくは、成
人の使用者であれば容易に加えることができる程度の力である。繰り返しになるが、弾力
性を有するシール部材１２０は流体流れ経路１５４に流入する方向と流体流れ経路１５４
から流出する方向のどちらの流体の漏えいをもシールすることを見て取ることができよう
。
【００３３】
　図１０を参照しながら説明すると、図示されているようにアクチュエータ１１４がハウ
ジング１１２に対して相対的に位置を変えられた後には、針１２２および管体セグメント
１６２の間での流体の流れは閉塞され、流体流れ経路１５４はネック１３６を貫く開口お
よびヘッド１０８を通る通路１４４からオフセットした状態になる。その上、壁１５０が
ヘッド１０８を通過するとすぐに、引込み用空洞部１６４が回動してネック１３６を通じ
る開口と同軸的に整列し、また、偶発的な針刺しを回避し、且つ、装置１１０の再使用を
防ぐため、圧縮されたスプリング１２２の付勢力が針ホルダーを引込み用空洞部内へ突き
出し、同時に、患者からハウジング１１２内へ針１２２の先端部を引き戻す。
【００３４】
　本発明の別の実施形態が図１１－図１６との関連において説明される。この実施形態は
、その後に分析が行われることを意図した、動脈血液ガスなどのガスを含有する流体の採
取において使用するのに特に好適であり、また、同じく、引込みを開始するためにハウジ
ングに対して相対的に円弧状に位置を変えられるアクチュエータを含んでいる。最初に図
１１－図１４を参照しながら説明すると、医療装置２００が開示されており、その医療装
置はハウジング２２６、アクチュエータ２０４、針ホルダー２２０、スプリング２２２、
密封用シール要素２１８および前方に突き出た針２２４を含んでいる。ハウジング２２６
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は、更に、実質的に平坦な頂面および底面２０２を有する中空の胴体、グリップ用粗表面
２０６を有する互いに反対側に配置され且つ一体的に形成されたフィンガーグリップ、開
口２２８を伴って前方に伸びるテーパが付いたネック２３８、開放型の側面および背面、
ならびにアクチュエータ２０４をハウジング２２６に回動可能に取り付けるための、整合
し、且つ、互いに反対側に配置されたアパーチャ２３０を含んでいる。望ましくは、使用
前の針２２４を保護するために保護カバー２３２が設けられており、このカバーは使用す
る前に針２２４から取り除かれなければならない。
【００３５】
　アクチュエータ２０４は、好適には、アクチュエータ接触面２３４、ハウジング２０４
のアパーチャ２３０との嵌め合わせ係合に挿入可能な、外向きに突き出た取り付け用のボ
ス２１２、引込み用空洞部２１６、流体流れ経路の開口周囲の凹部２１４、およびハウジ
ング２２６から後ろ側へ伸びる管体コネクター２０８を含んでいる。図１３および図１４
を参照すると、管体コネクター２０８は、更に、意図する用途に応じて、装置２００の別
の流体源または容器への取り付けを容易化するための、ルアーコネクター２３６の半体を
含んでいる。
【００３６】
　図１５－図１６を参照しながら説明すると、引込み機構は、針ホルダー２２０の小さな
直径部分２２１が前側の開口２２８を通じて前方に突き出た状態で、後ろ側からハウジン
グのネック２３８を通じる軸方向通路２５０内に挿入することにより取り付けられる。ス
プリング２２２は小さな直径部分２２１と摺動可能に係合し、スプリング２２２の前端は
ネック２３８の前部開口２２８に隣接した環状肩部２５２に接触して着座する。スプリン
グ２２２のもう一方の端部は針ホルダー２２０のより大きな直径のヘッド２２３の環状肩
部に接触して境を接する。スプリング２２２は圧縮され、アクチュエータ２０４によりヘ
ッド２２３に対して及ぼされる対抗力によって引込み前位置に保持される。アクチュエー
タ２０４は、取り付け用のボス２１２がアパーチャ２３０内に回動可能に挿入されている
状態（図１２）で、且つ、アクチュエータの接触面２３４が最も近い隣接したグリップ用
粗表面２０６の下側であるハウジング２２６の内面に接触して境を接している状態を伴っ
て、ハウジング２２６に対して相対的な使用位置に配置されている。アクチュエータ２０
４は流体流れ経路２４２および引込み用空洞部２１６を含んでいる。ハウジング２２６の
スペース２４４は、流体の流れを終了させ、且つ、引込みを開始するためにアクチュエー
タが位置を変えられるときに、アクチュエータ２０４の一部を受け入れるために設けられ
ている。
【００３７】
　アクチュエータ２０４が図１５に示されている位置に在る場合、アクチュエータ２０４
を通じて流体流れ経路２４２は針ホルダーを通る軸方向通路２２５および針２２４の内部
の軸方向通路２５８と流体的に連通した状態で配置されている。凹部２１４に着座した密
封用シール部材２４６は、望ましくは、流体流れ経路２４２の前端と針ホルダーのヘッド
２２３との間で流体密封性の密封状態が得られる。管体コネクター２０８は、望ましくは
、流体流れ経路２４２との流体連通状態をもたらす階段状のボア２４０を含んでいる。引
込み用空洞部２１６の前方に面した端部に隣接して配置されているハウジング２２６の突
き出たボス２３５は、アクチュエータが不注意で引込み前位置から図１６に示されている
引込み位置へ動かされるのを防止するために設けられている。
【００３８】
　図１６を参照しながら説明すると、どちらかの方向における装置２００を通る流体の移
送が所望の程度にまで果たされた後、その流体の流れは、アクチュエータの接触面２３４
に対して圧力を加え、これにより、アクチュエータが矢印２６０で示されている方向に回
動する状態をもたらすことによって、ハウジング２２６に対して相対的にアクチュエータ
の位置を変えることにより容易に終了される。面２３７（図１５）をボス２３５に押し付
けている抵抗力に打ち勝ってヘッド２２３を越えてシール部材２４６を移動させるために
は幾分かの手操作による圧力が必要になるが、その必要な力は、望ましくは、成人の使用
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者であれば易々と加えることができる範囲内の力である。アクチュエータが図１６に示さ
れているようにハウジング１１２に対して相対的に位置を変えられた後には、針２４４お
よび管体コネクター２０８の間での流体の流れは閉塞され、流体流れ経路２４２は通路２
４８、２５０を通る開口からオフセットされた状態になる。その上、引込み用空洞部１６
４が回動されて通路２４８、２５０と同軸的に整列した状態になるとすぐに、偶発的な針
刺しを回避し、且つ、再使用を防ぐため、圧縮されたスプリング２２４の付勢力が針ホル
ダー２２１、２２３を引込み用空洞部内へ突き出し、同時に、針２２４の先端部を患者か
らハウジング２２６内へ引き戻す。
【００３９】
　本発明の別の実施形態が図１７－図２０との関連において説明される。流体の抽出、採
取または注入において使用するのに特に好適なこの実施形態もアクチュエータを含んでお
り、そのアクチュエータは、引込みを開始するためにハウジングに対して相対的に回転的
に位置を変えられ、最も好適には円弧状に位置を変えられる。最初に図１７－図１８を参
照しながら説明すると、医療装置３００が開示されており、その医療装置はハウジング３
０４、アクチュエータ３１６、針ホルダー３１２、スプリング３１０、密封要素３１４お
よび前方に突き出た針３０８を含んでいる。ハウジング３０４は、更に、実質的に平坦な
頂面および底面を有する中空の胴体、グリップ用粗表面３４０を伴って互いに反対側に配
置され且つ一体的に形成されたフィンガーグリップ、前方に伸びる開口を伴って前方に伸
びるテーパが付いたネック３０６、開放型の側面および背面、ならびにアクチュエータ３
１６をハウジング３０４に回動可能に取り付けるための、整合し、且つ、互いに反対側に
配置されたアパーチャ３２４を含んでいる。望ましくは、使用前の針３０８を保護するた
めに保護カバー３０２が設けられており、このカバーは使用する前に針３０８から取り除
かれなければならない。
【００４０】
　図１８および図１９を参照すると、本発明のこの実施形態においては、別の装置（図示
せず）を取り付けるのに適した長さを有する管体セグメント３１８によってアクチュエー
タ３１６を通じて流体流れ経路３２８へ取り付けることが可能な外部コネクター胴体３２
２が設けられており、ここで、前述の別の装置は、患者に注入すべき流体、または患者か
ら抽出すべき流体のためのソースであるか、またはそのような流体用の容器であってよい
。図１９を参照しながら説明すると、管体セグメント３１８（長さの範囲が例えば１フィ
ートから４フィートもしくはそれ以上であってよい）が、好適には、アクチュエータ３１
６の後ろ側に挿入され、接着剤による接着、溶接、クランプ、または別な仕方で適所に固
定されて流体流れ経路３２８との流体連通状態を確立することができ、また、同様に、鼻
状部３２０に設けられている開口を通じてコネクターの胴体３２２にも取り付けることが
でき、これにより、そのコネクター胴体３２２を通って階段状の軸方向ボア３３２との流
体的連通状態を確立することができる。コネクター胴体３２２の後ろ側に設けられたコネ
クター３３４は、望ましくは、別の装置、好適には流体源または容器への取り付けを容易
化するために設けられており、最も好適には、標準的なルアーコネクターの半分が設けら
れている。また、コネクター胴体３２２の鼻状部３２０に挿入された管体セグメントの端
部も、好適には、接着剤を用いて、または何らかの他の適切な通常の手段により取り付け
られる。更に、コネクター胴体３２２は、必要に応じてコネクター胴体３２２を別の表面
または物品に固定する際に使用するための、互いに反対側に向けられた安定化用の翼状体
３３６を随意選択的に備えることもできる。
【００４１】
　ハウジング３０４の内部にアクチュエータ３１６を取り付ける前に、針ホルダー３１２
およびスプリング３１０を含む引込み機構が、好適には、針ホルダー３１２のより小さな
直径部分がネック３０６の前部の開口を通じて前方に突き出た状態で、図１１－図１７の
実施形態との関連において先に説明されているように、後ろ側からハウジング３０４のネ
ック３０６内に挿入することにより取り付けられる。スプリング３１０は取り付け中に圧
縮され、アクチュエータ３１６により針ホルダー３１２のヘッドに対して及ぼされる対抗
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力によってその引込み前位置に保持される。図１９では、アクチュエータ３１６は、図１
５のハウジング２２６との関連においてアクチュエータ２０４に対して先に説明されてい
るように、ハウジング３０４の内部のアクチュエータの使用位置に配置されている。アク
チュエータ３１６は流体流れ経路３２８および引込み用空洞部３３０を含んでいる。ハウ
ジング３０４のスペース３２６は、流体の流れを終了させ、且つ、引込みを開始するため
にアクチュエータが位置を変えられるときに、アクチュエータ３１６の一部を受け入れる
ために設けられている。
【００４２】
　アクチュエータ３１６が図１９に示されている位置に在る場合、アクチュエータ３１６
を通じて流体流れ経路３２８は針ホルダー３１２を通る軸方向通路および針３０８の内部
の軸方向通路２５８と流体連通した状態で配置されている。シール用エラストマー部材３
１４は、望ましくは、流体流れ経路３２８の前端と針ホルダー３１２のヘッドとの間での
流体密封性のシーリング係合をもたらす。流体流れ経路３２８の後ろ側の部分は、望まし
くは、先に説明されているように、管体セグメント３１８の端部を受け入れ、且つ、その
端部と係合するためのテーパ付きの壁を含んでいる。図１５のハウジング２２６のボス２
３５との関連において先に説明されている如くにして突き出たボスは、望ましくは、アク
チュエータ３１６が不注意で図１９の引込み前位置から図２０に示されている引込み位置
へ動かされるのを防止するため、引込み用空洞部３３０の前方に面した端部に隣接して配
置されている。
【００４３】
　図２０を参照しながら説明すると、どちらかの方向における装置３００を通る流体の移
送が所望の程度にまで果たされた後、その流体の流れは、矢印３３８で指示されているよ
うにアクチュエータの接触面に対して圧力を加え、これにより、アクチュエータ３１６が
矢印３３８で示されている方向に回動する状態をもたらすことによって、ハウジング３０
４に対して相対的にアクチュエータ３１６の位置を変えることにより容易に終了される。
アクチュエータが図２０に示されているようにハウジング３０４に対して相対的に位置を
変えられた後には、針３０８および管体コネクターの胴体３２２の間での流体の流れは閉
塞され、そして、流体流れ経路３２８は鼻状部３０６を通る開口からからオフセットされ
た状態になる。その上、引込み用空洞部３３０が回動されてハウジング３０４のネック３
０６を通る開口と同軸的に整列した状態になるとすぐに、偶発的な針刺しを回避し、且つ
、再使用を防ぎ、これにより、流体感染性の病原菌が別の人に広がることに関する潜在的
可能性を低減させるため、圧縮されたスプリング３０８の付勢力が針ホルダー３１２を引
込み用空洞部３３０内へ押しやり、同時に、針３０８の先端部を患者からハウジング３０
４内へ引き戻す。
【００４４】
　本明細書で開示されている場合、すべてのハウジング、アクチュエータ、カニューレホ
ルダー、保護カバー、端部キャップおよび管体コネクターは、例えばプラスチック、金属
、セラミックまたはガラスなどのあらゆる適切な材料でできていてよい。ＩＶ注入および
血液採取などの医療用途の場合、成形ポリプロピレンの使用が好適である。同様に、意図
する使用または用途に応じて、本発明において使用するのに適したカニューレは、金属、
プラスチックまたはセラミック材料でできていてよく、但し、金属であることが好適であ
る。流体シール部材またはカニューレホルダープラグなどとして使用される弾性パーツは
、望ましくは、ゴム、他のエラストマーポリマーまたはゴム変性プラスチックでできてい
る。
【００４５】
　図１－図５との関連において開示されている装置を使用し、且つ、引込み中、ハウジン
グが静止位置に維持されることを前提としている場合には、本装置の後ろ側に連結されて
いる管体セグメントは、流体の流れを終了させ、且つ、カニューレをハウジング内に引っ
込めるためにアクチュエータが位置を変えられるときに、軸方向に、側方向にまたは方向
的に動かされない。ハウジングに対して相対的に回動する際のアクチュエータの円弧状の
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位置変動により流れが終了され、且つ、カニューレが引き込まれる、図６－図２０の装置
を使用する場合、取り付けられた管体セグメントの軸方向、側方向および方向的な移動は
、従来の装置を使用した場合のこれまでの走行距離に比べて僅かである。
【００４６】
　本開示を読めば、当業者にとって、本発明の他の変形態様および変更態様が同様に明ら
かになるものと考えられ、ここで開示されている本発明の範囲は、本発明者らが合法的に
権利を与えられる添付の特許請求の範囲の最も広い解釈によってのみ制限されることが意
図されている。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】
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